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令和 8 年 2 月

令和 8 年度 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

身延町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 山梨県身延町

事 業 名 ： 公共下水道事業

処 理 場 数 2処理場（角打・丸滝浄化センター、身延浄化センター）

法適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 13.4人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無

処 理 区 数 2処理区（角打・丸滝処理区　、　身延処理区）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成8年度
（経過年数29年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

生活排水処理施設広域化・共同化協議会へ参加している。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。
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② 使　用　料

2,310 円 2,800 円

2,310 円 2,540 円

2,310 円 2,600 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ ・未導入。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 ・身延処理区では、汚泥の肥料化を実施。

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

・身延浄化センター及び角打・丸滝浄化センターの処理場用地を、民
間企業の要請（現場事務所等の一時的設置等）に応じ、有償での貸し
出しを行っている。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・処理場維持管理等については民間業者に委託。
・包括的民間委託は未導入。

 イ　指定管理者制度 ・未導入。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

令和４年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度

令和５年度 令和５年度

令和６年度 令和６年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数

・環境上下水道課下水道担当にて、他の下水道事業と一体的に運営
・令和6年度現在の職員3名

事 業 運 営 組 織

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

・現行経営戦略の策定以降、消費税の引き上げによる場合を除き、下水道使用料体系の改定は行っていな
い。
・基本料金と超過料金を合算する二部料金制を採用しており、また、超過料金は使用水量が大きいほど単価
が大きくなる累進性を採用している。

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

･一般家庭用と区別せず、一律の下水道使用料体系を採用。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載
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２．将来の事業環境

（１）

（２） 有収水量の予測

有収水量は、平成27年度～令和6年度実績において、年度による変動はあるものの概ね減少傾向にあります。今後についても、人口減少に
伴う下水道使用者の減少により、有収水量は減少していく予測です。

処理区域内人口は、町内の人口減少傾向と同様、令和６年実績値の2,154人から、令和17年度には1,610人、令和27年度には1,140人、令
和37年度には807人まで減少する予測です。

処理区域内人口の予測
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（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

身延町では、令和元年度に「下水道ストックマネジメント全体計画」、令和２年度に「下水道ストックマネジメント実施計画」を策定しています。
令和元年度に策定した下水道ストックマネジメント全体計画では、既存の管路施設、ポンプ場、処理場施設について、リスク評価を踏まえ、
明確かつ具体的な施設管理目標及び長期的な改築事業シナリオを設定し、点検・調査計画を策定しました。
令和2年度に策定した下水道ストックマネジメント実施計画では、ポンプ場及び処理場施設について、令和2年度～令和6年度における修
繕・改築計画を策定し、修繕・改築を実施してきました。
今後は、令和８年度に下水道ストックマネジメント実施計画の見直しを行い、令和９年度～令和13年度における修繕・改築計画を策定する予
定です。

組織の見通し

職員数の推移について、平成27年度から平成29年度までは８人で推移していましたが、令和２年度以降は3人となっています。'身延町下水
道事業は、整備は概成しているものの、今後は更新需要が見込まれます。そのため、事務量の減少は想定されませんが、継続して現体制で
取り組むように努めていきます。

【身延町下水道事業　経営の基本方針】
身延町の下水道事業は、５つの事業により、町内の生活環境の向上等に大きな貢献をしてきました。
しかしながら、施設の老朽化や人口減少に伴う税収・使用料収入の減少等の様々な課題を抱えています。
今後も健全で安全な事業運営を図るために、以下のような基本方針を位置付け、これに基づき各施策に取り組んでいきます。

１．老朽化対策の推進
■機械・電気設備を中心とする設備の老朽化に備え、持続可能な下水道事業運営を図るため、ストックマネジメント計画の策定等の老朽化
対策に積極的に取り組んでいく。

２．経営の健全化
■下水道事業の経営健全化を図るため、下水道使用料を適正な水準とすることにより経費回収率の向上を図るとともに、一般会計繰入金へ
の過度な依存を解消し、自主性の高い経営を目指す。

３．効率的な汚水処理の位置付け
■下水処理の効率化を図るため、施設の統合、再構築等を検討していく。

４．各種政策への取り組み
■下水道事業を持続するために、国が打ち出す「PPP/PFI」や「広域化・共同化・最適化」等の施策に積極的に取り組む。

使用料収入の見通し

有収水量が減少していく予測であることから、使用料収入も連動して減少となる見通しです。

施設の見通し
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

１）建設改良費の財源
・建設財源となる国庫補助金や地方債については、建設改良費の内容に応じて、現行の国の制度により算定される額を計上しています。
・国庫補助金、地方債（R8～R17）
国庫補助金：710百万円　地方債：621百万円

２）下水道使用料・一般会計繰入金
・下水道使用料単価は令和6年度実績で118円/㎥であり、汚水処理単価264円/㎥に対して経費回収率は約45％となっているため、使用料
を改定し経費回収率を向上させることが、経営健全化のために必要となります。今回策定の経営戦略では、利用者の急激な負担増を回避
することを考慮した改定率による定期的な使用料改定（令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％改定）を行うことを
加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指します。
・一般会計繰入金は、繰出基準に基づく公費負担分や使用料収入で賄えない汚水処理費への補填等に充てるため、令和6年度には約1億
円が繰り入れられ、そのうち約33百万円が基準外繰入金となっています。
・将来的な人口減少や厳しい財政状況等を鑑みると、過度な一般会計への依存は望ましくなく、自立した下水道経営のために、基準外繰入
金を中心に、一般会計繰入金の削減に努めることが必要となります。

投資・財政計画の対象期間における投資以外の経費としては、以下の事項を位置付けています。
１）維持管理費
・過去の実績等を基に算定しており、年間約200百万円で推移する見通しです。
２）公債費
・今後、公債費（元金・利息）は、投資計画として主に更新事業を見込んでいることから年々増加する見通しであり、令和17年度には110百万
円となる見通しです。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

身延町の公共下水道事業は、平成8年度から供用を開始し、約29年が経過しています。今後の主な投資とし
ては、施設の老朽化等に伴う下水道施設の更新が考えられることから、投資の平準化に関する取組として、ス
トックマネジメントによる計画的な更新を実施していきます。

投資・財政計画の対象期間（令和8年度～令和17年度）における投資計画としては、以下の事業を位置付けている。

１）下水道管敷設工事（8-1工区）
約8百万円（R8）
２）耐震診断調査結果に伴う耐震化工事
・角打・丸滝浄化センター耐震化工事
約201百万円（R9～R10）
３）処理場施設改築
・ストックマネジメント計画における長期的な改築事業シナリオ
約132百万円/年（R8～R17）
４）総合地震対策
・管路施設詳細診断
10百万円（R10～R11）

目 標

・国の補助金及び起債を活用し、更新事業を実施していきます。
・人口減少による使用料収益減少を補うため、使用料の見直しを行い、適切な使用料の設定を図ります。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

その他の取組 ・技術者や企業会計等に精通した人員の確保や職員研修等に積極的に取り組む。

薬品費に関する事項 ・性能発注や運転方法の見直し等による薬品費の削減に努める。

修繕費に関する事項
･施設ごとの老朽化状況、ストックマネジメント計画等を踏まえて、適切な時期に修繕を実
施し、更新費用の平準化に努める。

委託費に関する事項
・ユーティリティーの調達や補修、修繕、管渠を委託範囲に含めるなど、委託範囲の拡大
に伴う経費の低減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

・国や県の方針や他都市の動向等を踏まえて、PFI等の導入も将来的な選択肢の一つと
して、必要に応じて検討する。

職員給与費に関する事項
・常に必要な職員数を検証し、事業の重要性や業務内容など必要に応じて適切な人員
配置を行う。

動力費に関する事項 ・設備更新時の省電力設備の導入等による動力費の削減に努める。

使用料の見直しに関する事項
・下水道事業の経営安定化のためには、使用料収入を適切な水準に設定する必要があ
り、定期的な使用料の見直しを行う。

資産活用による収入増加
の取組について

・資産活用により収入増加の取組について、現時点では採算性が低いため予定していな
いが、同規模都市等での実施事例等を踏まえ、採算性のある資源活用方法を継続的に
調査する。

その他の取組
・上記以外の今後の財源確保に関する取組について、国の動向や他都市の状況を注視
し、必要に応じて検討を進める。

投資の平準化に関する事項
・令和8年度にストックマネジメント実施計画の見直しを予定しており、改築更新事業に係
る事業費の平準化を図り、事業運営の安定化を図る。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

・国や県の指導方針や他自治体の動向等も加味しながら、本町で導入可能な手法の検
討を必要に応じ検討する。

その他の取組
・上記以外の取組について、国や県の動向や他都市の状況を踏まえ、必要に応じ検討
する。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

・国や県の動向や周辺自治体の状況も考慮しながら、必要に応じて検討する。
・今後、施設の老朽化に伴う改築更新費用の増大が見込まれる中、投資コストの削減や
限られた人員での効率的な執行体制の構築を目的とし、公共下水道事業及び特定環境
保全公共下水道事業において処理場統廃合検討を予定している。
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５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

進 捗 管 理 及 び 継 続 的 な 取 り 組 み

経営戦略では、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとともに、見直し（ローリング）を行い、ＰＤＣＡ
サイクルを働かせていくことが重要です。
身延町下水道事業では、毎年度業績指標の達成状況や計画における予測値からの乖離の検証を
行った上で、5年後の令和12年度までに経営戦略及び使用料適正化についての再検討を行いま
す。

経 費 回 収 率 の 向 上 に 向 け た
ロ ー ド マ ッ プ

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」(国土交通省事
務連絡 令和2年7月22日)では、令和2年度の予算・決算が公営企業会計に基づくものに移行して
いる団体（災害対応その他の理由により、期間内の対応が著しく困難な地方公共団体を除く。）に
ついては、令和2年度以降、少なくとも5年に1回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する
検証を行うとともに、検証結果を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね10 年程度
での段階的な使用料適正化や経営改善等の具体的取組、実施予定時期及び業績指標を記載（有
識者等の意見を聴いて策定されたもの））を経営戦略に記載することが社会資本整備総合交付金
の交付要件とされています。
同事務連絡を踏まえ、身延町公共下水道事業における経費回収率の向上に向けたロードマップを
以下のとおり示します。

＜具体的な取組及び実施時期、業績目標＞
1)　水洗化率の向上
令和6年度における身延町公共下水道事業の水洗化率は64.2％となっています。未接続者からは
下水道使用料を徴収できないため、広報での周知や戸別訪問などを行い、水洗化率の向上と使用
料の増収を図ります。なお、本経営戦略においては、水洗化率実績が横ばいで推移していることを
考慮し、将来の水洗化率を令和6年度値の現況固定としています。

2)　下水道使用料の適正化
　経費回収率100％を目指して、段階的に下水道使用料の適正化を行います。
　今回策定の経営戦略では、令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％の
下水道使用料改定を行うことを加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指しま
す。

図 ＰＤＣＡサイクルによる

経営戦略の見直し

【毎年度の経営戦略検証内容】

①支出（特に建設事業費、維持管理費）及び収入（主に

使用料収入）の、計画値との乖離の把握。

②経営比較分析表を用いた、経営指標の確認。

③物価・金利の変動、社会的ニーズの変化など、社会情

勢の変化の把握。

表 水洗化率の目標値

表 経費回収率の目標値

業績目標：令和12年度 水洗化率 64.2％
令和17年度 水洗化率 64.2％

業績目標：令和12年度 経費回収率 55.5％
令和17年度 経費回収率 60.9％

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水洗化率(％) 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2 64.2

項目
経営戦略策定期間

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経費回収率(％) 40.0 53.0 51.8 39.5 55.5 57.5 59.1 68.9 51.7 60.9

項目
経営戦略策定期間

～R8.3 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4 R12.4 R13.4

経営戦略の
検証・検討

使用料適正化
の検討

毎年の検証（指標の達成や計画との

乖離把握）

今回の経営戦略

検討

今回の使用料

適正化検討

【乖離が大きいなど必要に応じて】

経営戦略の見直し検討、使用料適正化の検討

使用料改定

次回の経営戦略

検討（予定）

使用料改定の必

要性の検証

従来の使用料体系 使用料改定
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供用開始年月日 平 成 ８ 年 ４ 月 ２ ６ 日

処理区域内人口 ２，１５４人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

24,416 29,339 29,339

0 0 0

174,182 167,688 167,688

198,598 197,027 0 197,027

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

3,076 6,059 0 6,059

0 0 0 0

0 0 0 0

3,499 3,905 0 3,905

3,443 3,280 0 3,280

10,018 13,244 0 13,244

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

5,432 5,349 0 5,349

0 866 0 866

0 0 0 0

174 546 0 546

11,727 14,061 0 14,061

145 142 0 142

17,478 20,964 0 20,964

給 料 4,245 6,249 0 6,249

諸 手 当 1,616 2,910 0 2,910

福 利 費 1,397 2,575 0 2,575

0 0 0 0

15,390 8,231 0 8,231

2,489 1,269 0 1,269

△ 1,285 △ 287 0 △ 287

23,852 20,947 0 20,947

13,241 11,392 11,392 0

53,014 55,793 55,793 0

0 0 0 0

66,255 67,185 67,185 0

117,603 122,339 67,185 55,155

55,155

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 53.19

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が60.9%となる
見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費
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合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）
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般
 

管
 

理
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人
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流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )
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給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（公共下水道事業）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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令和 8 年 2 月

令和 8 年度 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成10年度
（経過年数27年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

身延町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 山梨県身延町

事 業 名 ： 特定環境保全公共下水道事業

法適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 15.9人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無

処 理 場 数 3処理場（中富浄化センター、下部浄化センター、帯金・塩之沢浄化センター）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

峡南衛生組合のし尿処理施設の廃止予定に伴い、令和7年度に中富浄化センターでのし尿受け入れについ
て検討を実施している。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

処 理 区 数 3処理区（中富処理区　、　下部処理区　、　帯金・塩之沢処理区）

12



② 使　用　料

2,310 円 2,780 円

2,310 円 2,620 円

2,310 円 2,660 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

･一般家庭用と区別せず、一律の下水道使用料体系を採用。

・環境上下水道課下水道担当にて、他の下水道事業と一体的に運営
・令和6年度現在の職員3名

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 ・中富処理区では、汚泥の肥料化を実施。

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5 ・特になし。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・処理場維持管理等については民間業者に委託。
・包括的民間委託は未導入。

 イ　指定管理者制度 ・未導入。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ ・未導入。

令和６年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数

事 業 運 営 組 織

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度

令和５年度 令和５年度

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

・現行経営戦略の策定以降、消費税の引き上げによる場合を除き、下水道使用料体系の改定は行っていな
い。
・基本料金と超過料金を合算する二部料金制を採用しており、また、超過料金は使用水量が大きいほど単価
が大きくなる累進性を採用している。

令和６年度
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

有収水量は、令和5年度に温泉施設であるしもべの湯がオープンした影響により、増加しているものの、今後は、人口減少に伴う下水道使用
者の減少により、有収水量は減少していく予測です。

処理区域内人口の予測

処理区域内人口は、町内の人口減少傾向と同様、令和６年実績値の2,625人から、令和17年度には1,929人、令和27年度には1,365人、令
和37年度には967人まで減少する予測です。

有収水量の予測
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（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

組織の見通し

職員数の推移について、平成27年度から平成29年度までは8人で推移していましたが、令和2年度以降は3人となっています。'身延町下水
道事業は、整備は概成しているものの、今後は更新需要が見込まれます。そのため、事務量の減少は想定されませんが、継続して現体制で
取り組むように努めていきます。

【身延町下水道事業　経営の基本方針】
身延町の下水道事業は、5つの事業により、町内の生活環境の向上等に大きな貢献をしてきました。
しかしながら、施設の老朽化や人口減少に伴う税収・使用料収入の減少等の様々な課題を抱えています。
今後も健全で安全な事業運営を図るために、以下のような基本方針を位置付け、これに基づき各施策に取り組んでいきます。

１．老朽化対策の推進
■機械・電気設備を中心とする設備の老朽化に備え、持続可能な下水道事業運営を図るため、ストックマネジメント計画の策定等の老朽化
対策に積極的に取り組んでいく。

２．経営の健全化
■下水道事業の経営健全化を図るため、下水道使用料を適正な水準とすることにより経費回収率の向上を図るとともに、一般会計繰入金へ
の過度な依存を解消し、自主性の高い経営を目指す。

３．効率的な汚水処理の位置付け
■下水処理の効率化を図るため、施設の統合、再構築等を検討していく。

４．各種政策への取り組み
■下水道事業を持続するために、国が打ち出す「PPP/PFI」や「広域化・共同化・最適化」等の施策に積極的に取り組む。

使用料収入の見通し

有収水量が減少していく予測であることから、使用料収入も連動して減少となる見通しです。

施設の見通し

身延町では、令和元年度に「下水道ストックマネジメント全体計画」、令和２年度に「下水道ストックマネジメント実施計画」を策定しています。
令和元年度に策定した下水道ストックマネジメント全体計画では、既存の管路施設、ポンプ場、処理場施設について、リスク評価を踏まえ、
明確かつ具体的な施設管理目標及び長期的な改築事業シナリオを設定し、点検・調査計画を策定しました。
令和2年度に策定した下水道ストックマネジメント実施計画では、ポンプ場及び処理場施設について、令和2年度～令和6年度における修
繕・改築計画を策定し、修繕・改築を実施してきました。
今後は、令和８年度に下水道ストックマネジメント実施計画の見直しを行い、令和９年度～令和13年度における修繕・改築計画を策定する予
定です。
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

投資・財政計画の対象期間における投資以外の経費としては、以下の事項を位置付けています。
１）維持管理費
・過去の実績等を基に算定しており、年間約250～300百万円で推移する見通しです。
２）公債費
・今後、公債費（元金・利息）は、投資計画として主に更新事業を見込んでいることから年々増加する見通しであり、令和17年度には150百万
円となる見通しです。

目 標

身延町の特定環境保全公共下水道事業は、平成10年度から供用を開始し、約27年が経過しています。今後
の主な投資としては、施設の老朽化等に伴う下水道施設の更新が考えられることから、投資の平準化に関す
る取組として、ストックマネジメントによる計画的な更新を実施していきます。

投資・財政計画の対象期間（H30～H39）における投資計画としては、以下の事業を位置付けている。

１）中富浄化センターし尿受入施設建設事業
約1,688百万円（R9～R13）
2）処理場施設改築
・ストックマネジメント計画における長期的な改築事業シナリオ
約116百万円/年（R8～R17）
3）総合地震対策計画
・管路施設詳細診断
13百万円（R10～R111）

目 標

・国の補助金及び起債を活用し、更新事業を実施していきます。
・人口減少による使用料収益減少を補うため、使用料の見直しを行い、適切な使用料の設定を図ります。

１）建設改良費の財源
・建設財源となる国庫補助金や地方債については、建設改良費の内容に応じて、現行の国の制度により算定される額を計上しています。
・国庫補助金、地方債（R8～R17）
国庫補助金：1,371百万円　地方債：1,164百万円

２）下水道使用料・一般会計繰入金
・下水道使用料単価は令和6年度実績で121円/㎥であり、汚水処理単価150円/㎥に対して経費回収率は約81％となっているため、使用料
を改定し経費回収率を向上させることが、経営健全化のために必要となります。今回策定の経営戦略では、利用者の急激な負担増を回避
することを考慮した改定率による定期的な使用料改定（令和9年度20％、令和12年度に20％、令和15年度に20％改定）を行うことを加味して
おり、段階的に経営の健全度を向上させることを目指します。
・一般会計繰入金は、繰出基準に基づく公費負担分や使用料収入で賄えない汚水処理費への補填等に充てるため、令和6年度には約1.3
億円が繰り入れられ、そのうち約85百万円が基準外繰入金となっています。
・将来的な人口減少や厳しい財政状況等を鑑みると、過度な一般会計への依存は望ましくなく、自立した下水道経営のために、基準外繰入
金を中心に、一般会計繰入金の削減に努めることが必要となります。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

その他の取組 ・技術者や企業会計等に精通した人員の確保や職員研修等に積極的に取り組む。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

・国や県の方針や他都市の動向等を踏まえて、PFI等の導入も将来的な選択肢の一つと
して、必要に応じて検討する。

職員給与費に関する事項
・常に必要な職員数を検証し、事業の重要性や業務内容など必要に応じて適切な人員
配置を行う。

動力費に関する事項 ・運転方法の見直し等による動力費の削減に努める。

使用料の見直しに関する事項
・下水道事業の経営安定化のためには、使用料収入を適切な水準に設定する必要があ
り、定期的な使用料の見直しを行う。

資産活用による収入増加
の取組について

・資産活用により収入増加の取組について、現時点では採算性が低いため予定していな
いが、同規模都市等での実施事例等を踏まえ、採算性のある資源活用方法を継続的に
調査する。

その他の取組

・運転方法の見直し等による薬品費の削減に努める。薬品費に関する事項

修繕費に関する事項
･施設ごとの老朽化状況、ストックマネジメント計画等を踏まえて、適切な時期に修繕を実
施し、更新費用の平準化に努める。

委託費に関する事項
・ユーティリティーの調達や補修、修繕、管渠を委託範囲に含めるなど、委託範囲の拡大
に伴う経費の低減に努める。

・上記以外の今後の財源確保に関する取組について、国の動向や他都市の状況を注視
し、必要に応じて検討を進める。

投資の平準化に関する事項
・令和8年度にストックマネジメント実施計画の見直しを予定しており、改築更新事業に係
る事業費の平準化を図り、事業運営の安定化を図る。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

・国や県の指導方針や他自治体の動向等も加味しながら、本町で導入可能な手法の検
討を必要に応じ検討する。

その他の取組
・上記以外の取組について、国や県の動向や他都市の状況を踏まえ、必要に応じ検討
する。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

・国や県の動向や周辺自治体の状況も考慮しながら、必要に応じて検討する。
・今後、施設の老朽化に伴う改築更新費用の増大が見込まれる中、投資コストの削減や
限られた人員での効率的な執行体制の構築を目的とし、公共下水道事業及び特定環境
保全公共下水道事業において処理場統廃合検討を予定している。
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５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

2)　下水道使用料の適正化
　経費回収率100％を目指して、段階的に下水道使用料の適正化を行います。
　今回策定の経営戦略では、令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％の
下水道使用料改定を行うことを加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指しま
す。

進 捗 管 理 及 び 継 続 的 な 取 り 組 み

経営戦略では、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとともに、見直し（ローリング）を行い、ＰＤＣＡ
サイクルを働かせていくことが重要です。
身延町下水道事業では、毎年度業績指標の達成状況や計画における予測値からの乖離の検証を
行った上で、5年後の令和12年度までに経営戦略及び使用料適正化についての再検討を行いま
す。

経 費 回 収 率 の 向 上 に 向 け た
ロ ー ド マ ッ プ

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」(国土交通省事
務連絡 令和2年7月22日)では、令和2年度の予算・決算が公営企業会計に基づくものに移行して
いる団体（災害対応その他の理由により、期間内の対応が著しく困難な地方公共団体を除く。）に
ついては、令和2年度以降、少なくとも5年に1回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する
検証を行うとともに、検証結果を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね10 年程度
での段階的な使用料適正化や経営改善等の具体的取組、実施予定時期及び業績指標を記載（有
識者等の意見を聴いて策定されたもの））を経営戦略に記載することが社会資本整備総合交付金
の交付要件とされています。
同事務連絡を踏まえ、身延町特定環境保全公共下水道事業における経費回収率の向上に向けた
ロードマップを以下のとおり示します。

＜具体的な取組及び実施時期、業績目標＞
1)　水洗化率の向上
令和6年度における身延町特定環境保全公共下水道事業の水洗化率は81.2％となっています。未
接続者からは下水道使用料を徴収できないため、広報での周知や戸別訪問などを行い、水洗化率
の向上と使用料の増収を図ります。なお、本経営戦略においては、水洗化率実績が横ばいで推移
していることを考慮し、将来の水洗化率を令和6年度値の現況固定としています。

図 ＰＤＣＡサイクルによる

経営戦略の見直し

【毎年度の経営戦略検証内容】

①支出（特に建設事業費、維持管理費）及び収入（主に

使用料収入）の、計画値との乖離の把握。

②経営比較分析表を用いた、経営指標の確認。

③物価・金利の変動、社会的ニーズの変化など、社会情

勢の変化の把握。

表 経費回収率の目標値

業績目標：令和12年度 水洗化率81.2％
令和17年度 水洗化率81.2％

業績目標：令和12年度 経費回収率 98.3％
令和17年度 経費回収率 100.0％

表 水洗化率の目標値

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水洗化率(％) 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2 81.2

項目
経営戦略策定期間

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経費回収率(％) 69.3 89.9 88.1 85.2 98.3 91.3 94.7 100.0 100.0 100.0

項目
経営戦略策定期間

～R8.3 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4 R12.4 R13.4

経営戦略の
検証・検討

使用料適正化
の検討

毎年の検証（指標の達成や計画との

乖離把握）

今回の経営戦略

検討

今回の使用料

適正化検討

【乖離が大きいなど必要に応じて】

経営戦略の見直し検討、使用料適正化の検討

使用料改定

次回の経営戦略

検討（予定）

使用料改定の必

要性の検証

従来の使用料体系 使用料改定
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０
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７
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様
式
第
2号

（
法
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用
企
業
・
資
本
的
収
支
）
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資

・
財

政
計

画
（
収

支
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画
）
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定
環
境
保
全
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共
下
水
道
事
業
)
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供用開始年月日 平 成 ４ 年 ４ 月 １ ５ 日

処理区域内人口 ２，６２５人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

50,355 59,723 59,723

0 0 0

225,944 225,704 225,704

276,299 285,427 0 285,427

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

4,981 4,763 0 4,763

130 119 0 119

0 0 0 0

3,265 4,679 0 4,679

5,463 5,260 0 5,260

13,839 14,820 0 14,820

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

7,283 6,886 0 6,886

2 2,134 0 2,134

0 0 0 0

1,181 1,718 0 1,718

18,589 34,048 0 34,048

243 299 0 299

27,298 45,085 0 45,085

給 料 5,076 4,844 0 4,844

諸 手 当 3,399 2,638 0 2,638

福 利 費 2,928 2,113 0 2,113

0 0 0 0

216 4,298 0 4,298

2,608 2,796 120 2,676

△ 428 △ 12,516 0 △ 12,516

13,799 4,173 120 4,053

11,733 14,299 14,011 287

37,984 78,145 76,761 1,384

0 0 0 0

49,717 92,444 90,773 1,671

104,653 156,521 90,893 65,628

65,628

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 91.00

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が100.0%とな
る見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（特定環境保全公共下水道事業）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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令和 8 年 2 月

令和 8 年度 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

処 理 場 数 　1処理場（上之平浄化センター）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

生活排水処理施設広域化・共同化協議会へ参加している。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

法適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 13.3人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無

処 理 区 数 　1処理区（上之平処理区）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成9年度
（経過年数28年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

身延町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 山梨県身延町

事 業 名 ： 農業集落排水事業

23



② 使　用　料

3,560 円 3,240 円

3,560 円 3,060 円

3,560 円 3,100 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ ・未導入。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 ・特になし。

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5 ・特になし。

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数

・環境上下水道課下水道担当にて、他の下水道事業と一体的に運営
・令和6年度現在の職員3名

事 業 運 営 組 織

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・処理場維持管理等については民間業者に委託。
・包括的民間委託は未導入。

 イ　指定管理者制度 ・未導入。

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

･一般家庭用と区別せず、一律の下水道使用料体系を採用。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度

令和５年度 令和５年度

令和６年度 令和６年度

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

・現行経営戦略の策定以降、消費税の引き上げによる場合を除き、下水道使用料体系の改定は行っていな
い。
・下水道使用料は、「基本料金（1世帯当たり月額2,040円）及び世帯員割額（1人当たり月額400円）」の合計と
している。
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２．将来の事業環境

（１）

（２） 有収水量の予測

有収水量は、平成27年度～令和6年度実績において、年度による変動はあるものの概ね減少傾向にあります。今後においても、人口減少に
伴う下水道使用者の減少により、有収水量は減少していく予測です。

処理区域内人口の予測

処理区域内人口は、町内の人口減少傾向と同様、令和６年実績値の80人から、令和17年度には73人、令和27年度には53人、令和37年度
には38人まで減少する予測です。
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（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

今後は老朽化に伴う施設の更新が考えられるため、計画的な更新事業を行うことにより、更新事業と修繕事業を合わせたライフサイクルコス
トの低減等に努めながら、施設の健全性を維持していきます。

組織の見通し

職員数の推移について、平成27年度から平成29年度までは８人で推移していましたが、令和２年度以降は3人となっています。身延町下水
道事業は、整備は概成しているものの、今後は更新需要が見込まれます。そのため、事務量の減少は想定されませんが、継続して現体制で
取り組むように努めていきます。

【身延町下水道事業　経営の基本方針】
身延町の下水道事業は、5つの事業により、町内の生活環境の向上等に大きな貢献をしてきました。
しかしながら、施設の老朽化や人口減少に伴う税収・使用料収入の減少等の様々な課題を抱えています。
今後も健全で安全な事業運営を図るために、以下のような基本方針を位置付け、これに基づき各施策に取り組んでいきます。

１．老朽化対策の推進
■機械・電気設備を中心とする設備の老朽化に備え、持続可能な下水道事業運営を図るため、ストックマネジメント計画の策定等の老朽化
対策に積極的に取り組んでいく。

２．経営の健全化
■下水道事業の経営健全化を図るため、下水道使用料を適正な水準とすることにより経費回収率の向上を図るとともに、一般会計繰入金へ
の過度な依存を解消し、自主性の高い経営を目指す。

３．効率的な汚水処理の位置付け
■下水処理の効率化を図るため、施設の統合、再構築等を検討していく。

４．各種政策への取り組み
■下水道事業を持続するために、国が打ち出す「PPP/PFI」や「広域化・共同化・最適化」等の施策に積極的に取り組む。

使用料収入の見通し

有収水量が減少していく予測であることから、使用料収入も連動して減少となる見通しです。

施設の見通し

0

2

4

6

8

10

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

職
員

数
（

人
）

年度

下水道職員数

26



４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

１）建設改良費の財源
・建設財源となる国庫補助金や地方債については、建設改良費の内容に応じて、現行の国の制度により算定される額を計上しています。
・国庫補助金、地方債（R8～R17）
国庫補助金：360万円　地方債：320万円

２）下水道使用料・一般会計繰入金
・下水道使用料単価は令和6年度実績で141円/㎥であり、汚水処理単価371円/㎥に対して経費回収率は約38％となっているため、使用料
を改定し経費回収率を向上させることが、経営健全化のために必要となります。今回策定の経営戦略では、利用者の急激な負担増を回避
することを考慮した改定率による定期的な使用料改定（令和9年度に20％、令和12年度に20％、令和15年度に20％改定）を行うことを加味し
ており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指します。
・一般会計繰入金は、繰出基準に基づく公費負担分や使用料収入で賄えない汚水処理費への補填等に充てるため、令和6年度には約447
万円が繰り入れられ、そのうち約246万円が基準外繰入金となっています。
・将来的な人口減少や厳しい財政状況等を鑑みると、過度な一般会計への依存は望ましくなく、自立した下水道経営のために、基準外繰入
金を中心に、一般会計繰入金の削減に努めることが必要となります。

投資・財政計画の対象期間における投資以外の経費としては、以下の事項を位置付けています。
１）維持管理費
・過去の実績等を基に算定しており、年間約12～15百万円で推移する見通しです。
２）公債費
・今後、公債費（元金・利息）は、更新事業に伴う年度ごとの増減はあるものの、令和17年度には約38万円となる見通しである。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

身延町の農業集落排水事業は、平成9年度から供用を開始し、約28年が経過しています。今後の主な投資と
しては、施設の老朽化等に伴う下水道施設の更新が考えられることから、投資の平準化に関する取組として、
計画的な更新を実施していきます。

投資・財政計画の対象期間（R8～R17）における投資計画としては、以下の事業を位置付けている。

１）固定資産台帳に基づく改築事業
約725万円（R8～R17）

目 標

・国の補助金及び起債を活用し、更新事業を実施していきます。
・人口減少による使用料収益減少を補うため、使用料の見直しを行い、適切な使用料の設定を図ります。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

その他の取組 ・技術者や企業会計等に精通した人員の確保や職員研修等に積極的に取り組む。

薬品費に関する事項 ・運転方法の見直し等による薬品費の削減に努める。

修繕費に関する事項
･施設ごとの老朽化状況等を踏まえて、適切な時期に修繕を実施し、更新費用の平準化
に努める。

委託費に関する事項
・ユーティリティーの調達や補修、修繕、管渠を委託範囲に含めるなど、委託範囲の拡大
に伴う経費の低減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

・国や県の方針や他都市の動向等を踏まえて、PFI等の導入も将来的な選択肢の一つと
して、必要に応じて検討する。

職員給与費に関する事項
・常に必要な職員数を検証し、事業の重要性や業務内容など必要に応じて適切な人員
配置を行う。

動力費に関する事項 ・運転方法の見直し等による動力費の削減に努める。

使用料の見直しに関する事項
・下水道事業の経営安定化のためには、使用料収入を適切な水準に設定する必要があ
り、定期的な使用料の見直しを行う。

資産活用による収入増加
の取組について

・資産活用により収入増加の取組について、現時点では採算性が低いため予定していな
いが、同規模都市等での実施事例等を踏まえ、採算性のある資源活用方法を継続的に
調査する。

その他の取組
・上記以外の今後の財源確保に関する取組について、国の動向や他都市の状況を注視
し、必要に応じて検討を進める。

投資の平準化に関する事項
・計画的な更新事業を行うことにより、改築更新事業に係る事業費の平準化を図り、事業
運営の安定化を図る。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

・国や県の指導方針や他自治体の動向等も加味しながら、本町で導入可能な手法の検
討を必要に応じ検討する。

その他の取組
・上記以外の取組について、国や県の動向や他都市の状況を踏まえ、必要に応じ検討
する。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項 ・国や県の動向や周辺自治体の状況も考慮しながら、必要に応じて検討する。
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５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

進 捗 管 理 及 び 継 続 的 な 取 り 組 み

経営戦略では、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとともに、見直し（ローリング）を行い、ＰＤＣＡ
サイクルを働かせていくことが重要です。
身延町下水道事業では、毎年度業績指標の達成状況や計画における予測値からの乖離の検証を
行った上で、5年後の令和12年度までに経営戦略及び使用料適正化についての再検討を行いま
す。

経 費 回 収 率 の 向 上 に 向 け た
ロ ー ド マ ッ プ

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」(国土交通省事
務連絡 令和2年7月22日)では、令和2年度の予算・決算が公営企業会計に基づくものに移行して
いる団体（災害対応その他の理由により、期間内の対応が著しく困難な地方公共団体を除く。）に
ついては、令和2年度以降、少なくとも5年に1回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する
検証を行うとともに、検証結果を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね10 年程度
での段階的な使用料適正化や経営改善等の具体的取組、実施予定時期及び業績指標を記載（有
識者等の意見を聴いて策定されたもの））を経営戦略に記載することが社会資本整備総合交付金
の交付要件とされています。
同事務連絡を踏まえ、身延町農業集落排水事業における経費回収率の向上に向けたロードマップ
を以下のとおり示します。

＜具体的な取組及び実施時期、業績目標＞
1)　水洗化率の向上
令和6年度における身延町農業集落排水事業の水洗化率は100.0％となっています。なお、本経営
戦略においては、水洗化率実績が横ばいで推移していることを考慮し、将来の水洗化率を令和6年
度値の現況固定としています。

2)　下水道使用料の適正化
　経費回収率100％を目指して、段階的に下水道使用料の適正化を行います。
　今回策定の経営戦略では、令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％の
下水道使用料改定を行うことを加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指しま
す。

図 ＰＤＣＡサイクルによる

経営戦略の見直し

表 水洗化率の目標値

表 経費回収率の目標値

業績目標：令和12年度 水洗化率100.0％
令和17年度 水洗化率100.0％

業績目標：令和12年度 経費回収率 18.5％
令和17年度 経費回収率 21.1％

【毎年度の経営戦略検証内容】

①支出（特に建設事業費、維持管理費）及び収入（主に

使用料収入）の、計画値との乖離の把握。

②経営比較分析表を用いた、経営指標の確認。

③物価・金利の変動、社会的ニーズの変化など、社会情

勢の変化の把握。

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水洗化率(％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

項目
経営戦略策定期間

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経費回収率(％) 17.1 19.4 18.9 18.8 18.5 22.2 21.9 26.1 25.5 21.1

項目
経営戦略策定期間

～R8.3 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4 R12.4 R13.4

経営戦略の
検証・検討

使用料適正化
の検討

毎年の検証（指標の達成や計画との

乖離把握）

今回の経営戦略

検討

今回の使用料

適正化検討

【乖離が大きいなど必要に応じて】

経営戦略の見直し検討、使用料適正化の検討

使用料改定

次回の経営戦略

検討（予定）

使用料改定の必

要性の検証

従来の使用料体系 使用料改定
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）
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経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
経

常
収

支
比

率
は

1
0
0
％

以
上

と
な

っ
て

い
る

が
、

経
費

回
収

率
が

低
く

、
他

会
計

か
ら

の
基

準
外

繰
入

金
に

依
存

し
て
い

る
状

態
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

使
用

料
の

改
定

が
必

要
と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
汚

水
処

理
原

価
も

高
い

た
め

、
経

営
の
効

率
性

を
向

上
す

る
た

め
、

投
資

の
効

率
化

、
維

持
管

理
費
の

削
減

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　
本

町
で

は
、

5
事

業
（
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共
・

特
環

・
農
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・
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規

模
・

特
排

）
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下
水

道
事
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会

計
と

し
て

1
つ

の
会

計
で

処
理
し

て
い

る
。

決
算

統
計

で
は
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そ

れ
ぞ
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の

事
業

に
按

分
し

て
い
る

が
、
按

分
す

る
と

流
動

資
産

が
マ

イ
ナ

ス
と

な
っ

て
し

ま
う

事
業
あ

り
、

農
業

集
落

排
水

事
業

で
は

流
動

比
率

が
マ

イ
ナ

ス
と
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っ
て

い
る

。
下
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道

事
業
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で
見
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も

、
流
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比
率

は
1
0
0
％
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下

回
っ
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い
る

た
め

、
経

費
回
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率

と
同

様
に

改
善

が
必
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る
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企

業
債
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率
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均
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回
っ

て
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が

、
設

備
の

老
朽

化
が

進
行

し
て

お
り

、
事

業
の
継

続
を

含
め

て
更

新
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

と
な

っ
て

い
る
。

　
処
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区
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水
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率
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0
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り
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施

設
利
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率

も
類

似
団

体
と

同
等
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が

、
人

口
減

少
が

見
込

ま
れ
る

た
め

、
施

設
の

統
廃

合
に

つ
い

て
も

検
討

が
必

要
と
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っ
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い

る
。
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【
】

令
和

6
年

度
全

国
平

均

　
法

定
耐

用
年

数
を

超
え

た
管

渠
は

ま
だ

無
い

が
、

更
新

が
必
要

な
機

械
設

備
や

電
気

設
備

が
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

た
め
、

計
画

的
に

更
新

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
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老

朽
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の
状

況

全
体

総
括

　
施

設
の

老
朽

化
が

進
む

中
、

処
理

区
域

の
人

口
は

減
少

す
る
こ

と
が

予
想

さ
れ

、
維

持
管

理
費

の
削

減
や

投
資

の
効

率
化
を

図
り

な
が

ら
、

事
業

の
継

続
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

い
く
必
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あ

る
。

ま
た

、
安

定
し

た
経

営
を

継
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的
に
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め
、

施
設

の
統

廃
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も
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て

事
業
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し
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で

あ
る
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供用開始年月日 平 成 ９ 年 ９ 月 １ 日

処理区域内人口 ８０人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

1,156 1,547 1,547

0 0 0

8,158 11,914 11,914

9,314 13,460 0 13,460

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 129 0 129

0 0 0 0

0 0 0 0

180 232 0 232

375 369 0 369

555 730 0 730

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

423 433 0 433

0 129 0 129

0 0 0 0

0 0 0 0

1,580 1,762 0 1,762

40 51 0 51

2,043 2,375 0 2,375

給 料 424 1,856 0 1,856

諸 手 当 12 1,103 0 1,103

福 利 費 0 811 0 811

0 0 0 0

0 290 0 290

9 139 0 139

0 0 0 0

445 4,197 0 4,197

281 31 31 0

1,731 1,894 1,894 0

0 0 0 0

2,012 1,925 1,925 0

5,055 9,227 1,925 7,302

7,302

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 21.18

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が21.1%となる
見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（農業集落排水事業）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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令和 8 年 2 月

令和 8 年度 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

身延町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 山梨県身延町

事 業 名 ： 小規模集合排水事業

処 理 場 数 　１処理場（北川浄化センター）

法適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 25.0人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無

処 理 区 数 　１処理区（北川処理区）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成11年度
（経過年数26年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

生活排水処理施設広域化・共同化協議会へ参加している。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。
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② 使　用　料

3,560 円 3,420 円

3,560 円 3,040 円

3,560 円 3,340 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ ・未導入。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 ・特になし。

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5 ・特になし。

令和５年度

令和６年度 令和６年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数

・環境上下水道課下水道担当にて、他の下水道事業と一体的に運営
・令和6年度現在の職員3名

事 業 運 営 組 織

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・処理場維持管理等については民間業者に委託。
・包括的民間委託は未導入。

 イ　指定管理者制度 ・未導入。

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

・現行経営戦略の策定以降、消費税の引き上げによる場合を除き、下水道使用料体系の改定は行っていな
い。
・下水道使用料は、「基本料金（1世帯当たり月額2,040円（税抜））及び世帯員割額（1人当たり月額400円（税
込））」の合計としている。

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

･一般家庭用と区別せず、一律の下水道使用料体系を採用。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度

令和５年度
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２．将来の事業環境

（１）

（２） 有収水量の予測

有収水量は、平成27年度～令和6年度実績において、年度による変動はあるものの概ね減少傾向にあります。今後においても、人口減少に
伴う下水道使用者の減少により、有収水量は減少していく予測です。

処理区域内人口の予測

処理区域内人口は、町内の人口減少傾向と同様、令和６年実績値の25人から、令和17年度には19人、令和27年度には13人、令和37年度
には10人まで減少する予測です。
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（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

今後は老朽化に伴う施設の更新が考えられるため、計画的な更新事業を行うことにより、更新事業と修繕事業を合わせたライフサイクルコス
トの低減等に努めながら、施設の健全性を維持していきます。

組織の見通し

職員数の推移について、平成27年度から平成29年度までは8人で推移していましたが、令和２年度以降は3人となっています。身延町下水
道事業は、整備は概成しているものの、今後は更新需要が見込まれます。そのため、事務量の減少は想定されませんが、継続して現体制で
取り組むように努めていきます。

【身延町下水道事業　経営の基本方針】
身延町の下水道事業は、５つの事業により、町内の生活環境の向上等に大きな貢献をしてきました。
しかしながら、施設の老朽化や人口減少に伴う税収・使用料収入の減少等の様々な課題を抱えています。
今後も健全で安全な事業運営を図るために、以下のような基本方針を位置付け、これに基づき各施策に取り組んでいきます。

１．老朽化対策の推進
■機械・電気設備を中心とする設備の老朽化に備え、持続可能な下水道事業運営を図るため、ストックマネジメント計画の策定等の老朽化
対策に積極的に取り組んでいく。

２．経営の健全化
■下水道事業の経営健全化を図るため、下水道使用料を適正な水準とすることにより経費回収率の向上を図るとともに、一般会計繰入金へ
の過度な依存を解消し、自主性の高い経営を目指す。

３．効率的な汚水処理の位置付け
■下水処理の効率化を図るため、施設の統合、再構築等を検討していく。

４．各種政策への取り組み
■下水道事業を持続するために、国が打ち出す「PPP/PFI」や「広域化・共同化・最適化」等の施策に積極的に取り組む。

使用料収入の見通し

有収水量が減少していく予測であることから、使用料収入も連動して減少となる見通しです。

施設の見通し
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

１）建設改良費の財源
・建設財源となる国庫補助金や地方債については、建設改良費の内容に応じて、現行の国の制度により算定される額を計上しています。
・国庫補助金、地方債（R8～R17）
国庫補助金：0円　地方債：0円

２）下水道使用料・一般会計繰入金
・下水道使用料単価は令和6年度実績で151円/㎥であり、汚水処理単価806円/㎥に対して経費回収率は約19％となっているため、使用料
を改定し経費回収率を向上させることが、経営健全化のために必要となります。今回策定の経営戦略では、利用者の急激な負担増を回避
することを考慮した改定率による定期的な使用料改定（令和9年度に20％、令和12年度に20％、令和15年度に20％改定）を行うことを加味し
ており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指します。
・一般会計繰入金は、繰出基準に基づく公費負担分や使用料収入で賄えない汚水処理費への補填等に充てるため、令和6年度には約348
万円が繰り入れられ、そのうち約204万円が基準外繰入金となっています。
・将来的な人口減少や厳しい財政状況等を鑑みると、過度な一般会計への依存は望ましくなく、自立した下水道経営のために、基準外繰入
金を中心に、一般会計繰入金の削減に努めることが必要となります。

投資・財政計画の対象期間における投資以外の経費としては、以下の事項を位置付けています。
１）維持管理費
・過去の実績等を基に算定しており、年間約300～400万円で推移する見通しです。
２）公債費
・今後、公債費（元金・利息）は、更新事業に伴う年度ごとの増減はあるものの、令和17年度には約0円となる見通しである。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

身延町の小規模集合排水事業は、平11年度から供用を開始し、約26年が経過しています。今後の主な投資
としては、施設の老朽化等に伴う下水道施設の更新が考えられることから、投資の平準化に関する取組とし
て、計画的な更新を実施していきます。

投資・財政計画の対象期間（R8～R17）における投資計画としては、以下の事業を位置付けている。

１）固定資産台帳に基づく改築事業
約87万円（R8～R17）

目 標

・国の補助金及び起債を活用し、更新事業を実施していきます。
・人口減少による使用料収益減少を補うため、使用料の見直しを行い、適切な使用料の設定を図ります。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

その他の取組 ・技術者や企業会計等に精通した人員の確保や職員研修等に積極的に取り組む。

薬品費に関する事項 ・運転方法の見直し等による薬品費の削減に努める。

修繕費に関する事項
･施設ごとの老朽化状況等を踏まえて、適切な時期に修繕を実施し、更新費用の平準化
に努める。

委託費に関する事項
・ユーティリティーの調達や補修、修繕、管渠を委託範囲に含めるなど、委託範囲の拡大
に伴う経費の低減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

・国や県の方針や他都市の動向等を踏まえて、PFI等の導入も将来的な選択肢の一つと
して、必要に応じて検討する。

職員給与費に関する事項
・常に必要な職員数を検証し、事業の重要性や業務内容など必要に応じて適切な人員
配置を行う。

動力費に関する事項 ・運転方法の見直し等による動力費の削減に努める。

使用料の見直しに関する事項
・下水道事業の経営安定化のためには、使用料収入を適切な水準に設定する必要があ
り、定期的な使用料の見直しを行う。

資産活用による収入増加
の取組について

・資産活用により収入増加の取組について、現時点では採算性が低いため予定していな
いが、同規模都市等での実施事例等を踏まえ、採算性のある資源活用方法を継続的に
調査する。

その他の取組
・上記以外の今後の財源確保に関する取組について、国の動向や他都市の状況を注視
し、必要に応じて検討を進める。

投資の平準化に関する事項
・計画的な更新事業を行うことにより、改築更新事業に係る事業費の平準化を図り、事業
運営の安定化を図る。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

・国や県の指導方針や他自治体の動向等も加味しながら、本町で導入可能な手法の検
討を必要に応じ検討する。

その他の取組
・上記以外の取組について、国や県の動向や他都市の状況を踏まえ、必要に応じ検討
する。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項 ・国や県の動向や周辺自治体の状況も考慮しながら、必要に応じて検討する。
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５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経 費 回 収 率 の 向 上 に 向 け た
ロ ー ド マ ッ プ

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」(国土交通省事
務連絡 令和2年7月22日)では、令和2年度の予算・決算が公営企業会計に基づくものに移行して
いる団体（災害対応その他の理由により、期間内の対応が著しく困難な地方公共団体を除く。）に
ついては、令和2年度以降、少なくとも5年に1回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する
検証を行うとともに、検証結果を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね10 年程度
での段階的な使用料適正化や経営改善等の具体的取組、実施予定時期及び業績指標を記載（有
識者等の意見を聴いて策定されたもの））を経営戦略に記載することが社会資本整備総合交付金
の交付要件とされています。
同事務連絡を踏まえ、身延町小規模集合排水事業における経費回収率の向上に向けたロードマッ
プを以下のとおり示します。

進 捗 管 理 及 び 継 続 的 な 取 り 組 み

経営戦略では、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとともに、見直し（ローリング）を行い、ＰＤＣＡ
サイクルを働かせていくことが重要です。
身延町下水道事業では、毎年度業績指標の達成状況や計画における予測値からの乖離の検証を
行った上で、5年後の令和12年度までに経営戦略及び使用料適正化についての再検討を行いま
す。

＜具体的な取組及び実施時期、業績目標＞
1)　水洗化率の向上
令和6年度における身延町小規模集合排水事業の水洗化率は100.0％となっています。なお、本経
営戦略においては、水洗化率実績が横ばいで推移していることを考慮し、将来の水洗化率を令和6
年度値の現況固定としています。

2)　下水道使用料の適正化
　経費回収率100％を目指して、段階的に下水道使用料の適正化を行います。
　今回策定の経営戦略では、令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％の
下水道使用料改定を行うことを加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指しま
す。

図 ＰＤＣＡサイクルによる

経営戦略の見直し

表 水洗化率の目標値

表 経費回収率の目標値

業績目標：令和12年度 水洗化率100.0％
令和17年度 水洗化率100.0％

業績目標：令和12年度 経費回収率 16.4％
令和17年度 経費回収率 17.7％

【毎年度の経営戦略検証内容】

①支出（特に建設事業費、維持管理費）及び収入（主に

使用料収入）の、計画値との乖離の把握。

②経営比較分析表を用いた、経営指標の確認。

③物価・金利の変動、社会的ニーズの変化など、社会情

勢の変化の把握。

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水洗化率(％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

項目
経営戦略策定期間

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経費回収率(％) 29.1 29.3 28.2 28.0 16.4 30.8 29.4 35.1 33.4 17.7

項目
経営戦略策定期間

～R8.3 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4 R12.4 R13.4

経営戦略の
検証・検討

使用料適正化
の検討

毎年の検証（指標の達成や計画との

乖離把握）

今回の経営戦略

検討

今回の使用料

適正化検討

【乖離が大きいなど必要に応じて】

経営戦略の見直し検討、使用料適正化の検討

使用料改定

次回の経営戦略

検討（予定）

使用料改定の必

要性の検証

従来の使用料体系 使用料改定
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)
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)

(M
)

4
1
9

4
6
2

4
2
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1
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2

4
6
1
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0
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0
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0
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0

0
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0
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)

(O
)
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)
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年
度
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９
年

度
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年

度
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和
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２
年
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そ
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助
金
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和

１
３

年
度

そ
の

他

収
入

計

営
業

費
用

長
期

前
受

金
戻

入

令
和

１
７

年
度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

下
水

道
使

用
料

雨
水

処
理

負
担

金

令
和

８
年

度

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益

補
助

金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

動
力

費

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

営
業

外
費

用

支
払

利
息

そ
の

他

支
出

計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

収 益 的 支 出

減
価

償
却

費

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

う
ち

一
時

借
入

金

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

6
0
1

5
4
8

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）
6
3
6

5
4
8

5
7
5

4
8
0

5
0
5

5
0
5

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

5
7
3

6
4
9

57
6

5
9
9

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額
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様
式
第
2号

（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

(小
規
模
集
合
排
水
事
業
)

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
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和
６

年
度

令
和

７
年

度
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分
（
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．
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0
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供用開始年月日 平 成 １ ２ 年 ５ 月 １ 日

処理区域内人口 ２５人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

419 500 500

0 0 0

3,652 2,831 2,831

4,071 3,331 0 3,331

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

1,180 456 0 456

0 0 0 0

0 0 0 0

150 202 0 202

170 153 0 153

1,500 810 0 810

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

128 80 0 80

0 15 0 15

0 0 0 0

0 0 0 0

590 685 0 685

9 18 0 18

727 798 0 798

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 290 0 290

4 13 0 13

0 0 0 0

4 302 0 302

459 76 76 0

981 1,006 1,006 0

0 0 0 0

1,440 1,082 1,082 0

3,671 2,992 1,082 1,911

1,911

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 26.15

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が17.7%となる
見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（小規模集合排水事業）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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令和 8 年 2 月

令和 8 年度 令和 17 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

身延町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 山梨県身延町

事 業 名 ： 特定地域生活排水処理事業

処 理 場 数 －

法適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 59.3人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無

処 理 区 数 111基

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成18年度
（経過年数19年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

生活排水処理施設広域化・共同化協議会へ参加している。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。
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② 使　用　料

2,970 円 3,300 円

2,970 円 3,180 円

2,970 円 3,300 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ ・未導入。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 ・特になし。

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5 ・特になし。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・処理場維持管理等については民間業者に委託。
・包括的民間委託は未導入。

 イ　指定管理者制度 ・未導入。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別紙のとおり

令和４年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

令和４年度

令和５年度 令和５年度

令和６年度 令和６年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数

・環境上下水道課下水道担当にて、他の下水道事業と一体的に運営
・令和6年度現在の職員3名

事 業 運 営 組 織

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

・現行経営戦略の策定以降、消費税の引き上げによる場合を除き、下水道使用料体系の改定は行っていな
い。
・下水道使用料は、浄化槽の人槽区分ごとに設定された使用料としている。

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

･一般家庭用と区別せず、一律の下水道使用料体系を採用。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載
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２．将来の事業環境

（１）

（２） 有収水量の予測

有収水量は、平成27年度～令和6年度実績において、概ね減少傾向にあります。今後においても、人口減少に伴う下水道使用者の減少に
より、有収水量は減少していく予測です。

処理区域内人口は、町内の人口減少傾向と同様、令和６年実績値の237人から、令和17年度には179人、令和27年度には127人、令和37年
度には90人まで減少する予測です。

処理区域内人口の予測
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（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

今後は老朽化に伴う施設の更新が考えられるため、計画的な更新事業を行うことにより、更新事業と修繕事業を合わせたライフサイクルコス
トの低減等に努めながら、施設の健全性を維持していきます。

組織の見通し

職員数の推移について、平成27年度から平成29年度までは８人で推移していましたが、令和２年度以降は3人となっています。身延町下水
道事業は、整備は概成しているものの、今後は更新需要が見込まれます。そのため、事務量の減少は想定されませんが、継続して現体制で
取り組むように努めていきます。

【身延町下水道事業　経営の基本方針】
身延町の下水道事業は、５つの事業により、町内の生活環境の向上等に大きな貢献をしてきました。
しかしながら、施設の老朽化や人口減少に伴う税収・使用料収入の減少等の様々な課題を抱えています。
今後も健全で安全な事業運営を図るために、以下のような基本方針を位置付け、これに基づき各施策に取り組んでいきます。

１．老朽化対策の推進
■機械・電気設備を中心とする設備の老朽化に備え、持続可能な下水道事業運営を図るため、ストックマネジメント計画の策定等の老朽化
対策に積極的に取り組んでいく。

２．経営の健全化
■下水道事業の経営健全化を図るため、下水道使用料を適正な水準とすることにより経費回収率の向上を図るとともに、一般会計繰入金へ
の過度な依存を解消し、自主性の高い経営を目指す。

３．効率的な汚水処理の位置付け
■下水処理の効率化を図るため、施設の統合、再構築等を検討していく。

４．各種政策への取り組み
■下水道事業を持続するために、国が打ち出す「PPP/PFI」や「広域化・共同化・最適化」等の施策に積極的に取り組む。

使用料収入の見通し

有収水量が減少していく予測であることから、使用料収入も連動して減少となる見通しです。

施設の見通し
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

１）下水道使用料・一般会計繰入金
・下水道使用料単価は平成29年度実績で150円/㎥であり、汚水処理単価338円/㎥に対して経費回収率は44％となっているため、使用料を
改定し経費回収率を向上させることが、経営健全化のために必要である。今回策定の経営戦略では、利用者の急激な負担増を回避するこ
とを考慮した改定率による定期的な使用料改定（令和9年度に20％、令和12年度に20％、令和15年度に20％改定）を行うことを加味してお
り、段階的に経営の健全度を向上させることを目指す。
・一般会計繰入金は、繰出基準に基づく公費負担分や使用料収入で賄えない汚水処理費への補填等に充てるため、令和6年度には約624
万円が繰り入れられ、そのうち約465万円が基準外繰入金となっている。
・将来的な人口減少や厳しい財政状況等を鑑みると、過度な一般会計への依存は望ましくなく、自立した下水道経営のために、基準外繰入
金を中心に、一般会計繰入金の削減に努めることが必要となる。

投資・財政計画の対象期間における投資以外の経費としては、以下の事項を位置付けている。
１）維持管理費
・過去の実績等を基に算定しており、年間約15～20百万円で推移する見通しである。
２）公債費
・今後公債費（元金・利息）は年々減少する見通しであり、令和17年度には約91万円となる見通しである。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

身延町の特定地域生活排水処理事業は、平18年度から供用を開始し、約19年が経過しています。今後の主
な投資としては、施設の老朽化等に伴う下水道施設の更新が考えられることから、投資の平準化に関する取
組として、計画的な更新を実施していきます。

投資計画については、特に位置付けていない。

目 標

・人口減少による使用料収益減少を補うため、使用料の見直しを行い、適切な使用料の設定を図ります。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

その他の取組 ・技術者や企業会計等に精通した人員の確保や職員研修等に積極的に取り組む。

薬品費に関する事項 ・運転方法の見直し等による薬品費の削減に努める。

修繕費に関する事項
･施設ごとの老朽化状況等を踏まえて、適切な時期に修繕を実施し、更新費用の平準化
に努める。

委託費に関する事項
・ユーティリティーの調達や補修、修繕、管渠を委託範囲に含めるなど、委託範囲の拡大
に伴う経費の低減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

・国や県の方針や他都市の動向等を踏まえて、PFI等の導入も将来的な選択肢の一つと
して、必要に応じて検討する。

職員給与費に関する事項
・常に必要な職員数を検証し、事業の重要性や業務内容など必要に応じて適切な人員
配置を行う。

動力費に関する事項 ・運転方法の見直し等による動力費の削減に努める。

使用料の見直しに関する事項
・下水道事業の経営安定化のためには、使用料収入を適切な水準に設定する必要があ
り、定期的な使用料の見直しを行う。

資産活用による収入増加
の取組について

・資産活用により収入増加の取組について、現時点では採算性が低いため予定していな
いが、同規模都市等での実施事例等を踏まえ、採算性のある資源活用方法を継続的に
調査する。

その他の取組
・上記以外の今後の財源確保に関する取組について、国の動向や他都市の状況を注視
し、必要に応じて検討を進める。

投資の平準化に関する事項 ※特に投資は発生しない。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

・国や県の指導方針や他自治体の動向等も加味しながら、本町で導入可能な手法の検
討を必要に応じ検討する。

その他の取組
・上記以外の取組について、国や県の動向や他都市の状況を踏まえ、必要に応じ検討
する。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項 ・国や県の動向や周辺自治体の状況も考慮しながら、必要に応じて検討する。

50



５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

進 捗 管 理 及 び 継 続 的 な 取 り 組 み

経営戦略では、毎年度進捗管理（モニタリング）を行うとともに、見直し（ローリング）を行い、ＰＤＣＡ
サイクルを働かせていくことが重要です。
身延町下水道事業では、毎年度業績指標の達成状況や計画における予測値からの乖離の検証を
行った上で、5年後の令和12年度までに経営戦略及び使用料適正化についての再検討を行いま
す。

経 費 回 収 率 の 向 上 に 向 け た
ロ ー ド マ ッ プ

「下水道事業における収支構造適正化に向けた取組の推進についての留意事項」(国土交通省事
務連絡 令和2年7月22日)では、令和2年度の予算・決算が公営企業会計に基づくものに移行して
いる団体（災害対応その他の理由により、期間内の対応が著しく困難な地方公共団体を除く。）に
ついては、令和2年度以降、少なくとも5年に1回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する
検証を行うとともに、検証結果を踏まえ、経費回収率の向上に向けたロードマップ（概ね10 年程度
での段階的な使用料適正化や経営改善等の具体的取組、実施予定時期及び業績指標を記載（有
識者等の意見を聴いて策定されたもの））を経営戦略に記載することが社会資本整備総合交付金
の交付要件とされています。
同事務連絡を踏まえ、身延町特定地域生活排水処理事業における経費回収率の向上に向けた
ロードマップを以下のとおり示します。

＜具体的な取組及び実施時期、業績目標＞
1)　水洗化率の向上
令和6年度における身延町特定地域生活排水処理事業の水洗化率は100.0％となっています。な
お、本経営戦略においては、水洗化率実績が横ばいで推移していることを考慮し、将来の水洗化
率を令和6年度値の現況固定としています。

2)　下水道使用料の適正化
　経費回収率100％を目指して、段階的に下水道使用料の適正化を行います。
　今回策定の経営戦略では、令和9年度に20.0％、令和12年度に20.0％、令和15年度に20.0％の
下水道使用料改定を行うことを加味しており、段階的に経営の健全度を向上させることを目指しま
す。

図 ＰＤＣＡサイクルによる

経営戦略の見直し

表 水洗化率の目標値

表 経費回収率の目標値

業績目標：令和12年度 水洗化率100.0％
令和17年度 水洗化率100.0％

業績目標：令和12年度 経費回収率 33.7％
令和17年度 経費回収率 35.0％

【毎年度の経営戦略検証内容】

①支出（特に建設事業費、維持管理費）及び収入（主に

使用料収入）の、計画値との乖離の把握。

②経営比較分析表を用いた、経営指標の確認。

③物価・金利の変動、社会的ニーズの変化など、社会情

勢の変化の把握。

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

水洗化率(％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

項目
経営戦略策定期間

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経費回収率(％) 33.4 34.6 33.8 32.6 33.7 37.1 36.1 42.0 40.8 35.0

項目
経営戦略策定期間

～R8.3 R8.4 R9.4 R10.4 R11.4 R12.4 R13.4

経営戦略の
検証・検討

使用料適正化
の検討

毎年の検証（指標の達成や計画との

乖離把握）

今回の経営戦略

検討

今回の使用料

適正化検討

【乖離が大きいなど必要に応じて】

経営戦略の見直し検討、使用料適正化の検討

使用料改定

次回の経営戦略

検討（予定）

使用料改定の必

要性の検証

従来の使用料体系 使用料改定
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0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

87
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
8
6
3

5
,2

5
0

4
,5

7
4

4
,5

9
2

4
,6

0
1

4
,6

1
0

4
,9

3
4

4
,5

2
7

4
,5

3
6

4
,5

3
1

4
,5

3
0

4
,8

6
8

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

3,
3
0
6

3
,5

8
2

3
,4

8
5

3
,6

7
2

3
,5

9
9

3
,4

8
9

4
,0

8
6

3
,9

8
6

3
,8

9
7

4
,5

4
3

4
,4

2
3

4
,3

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(N
)

(O
)

(P
)

令
和

１
４

年
度

令
和

１
５

年
度

令
和

１
６

年
度

令
和

９
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度

そ
の

他
補

助
金

令
和

１
３

年
度

そ
の

他

収
入

計

営
業

費
用

長
期

前
受

金
戻

入

令
和

１
７

年
度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

下
水

道
使

用
料

雨
水

処
理

負
担

金

令
和

８
年

度

修
繕

費

材
料

費

そ
の

他

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益

補
助

金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

動
力

費

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

営
業

外
費

用

支
払

利
息

そ
の

他

支
出

計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

収 益 的 支 出

減
価

償
却

費

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

う
ち

一
時

借
入

金

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

0
0

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）
0

0
0

0
0

0

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

0
0

0
0

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額
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様
式
第
2号

（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

(特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
)

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

見
込

）

１
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

５
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

６
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

７
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

８
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

９
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(A
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(B
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(C
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

１
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

２
．

1
,0

9
6

1
,1

1
3

1
,2

0
1

1
,1

9
2

1
,2

0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

５
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(D
)

1
,0

9
6

1
,1

1
3

1
,2

0
1

1
,1

9
2

1
,2

0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

(E
)

1
,0

9
6

1
,1

1
3

1
,2

0
1

1
,1

9
2

1
,2

0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

１
．

5
7
7

1
,1

1
3

1
,2

0
1

1
,1

9
2

1
,2

0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

5
1
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(F
)

1
,0

9
6

1
,1

1
3

1
,2

0
1

1
,1

9
2

1
,2

0
9

1
,2

2
6

1
,2

4
3

8
4
3

8
6
0

8
7
7

8
4
2

8
6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(G
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(H
)

1
3
,7

1
9

1
2
,6

0
6

1
1
,4

0
5

1
0
,2

1
3

9
,0

0
4

7
,7

7
8

6
,5

3
5

5
,6

9
2

4
,8

3
2

3
,9

5
5

3
,1

1
3

2
,2

5
3

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

見
込

）

6
,2

4
4

1
2
,9

5
1

9
,5

6
9

9
,3

6
6

9
,4

6
5

9
,6

0
3

1
0
,5

1
9

9
,0

9
8

9
,2

1
2

8
,5

2
5

8
,6

7
4

9
,9

0
2

1
,5

9
5

2
,1

5
7

1
,8

0
6

1
,7

8
6

1
,7

7
0

1
,7

5
3

1
,7

3
5

1
,7

1
8

1
,7

0
1

1
,6

8
3

1
,6

6
6

1
,1

7
7

4
,6

4
9

1
0
,7

9
4

7
,7

6
3

7
,5

8
0

7
,6

9
5

7
,8

5
0

8
,7

8
4

7
,3

8
0

7
,5

1
1

6
,8

4
2

7
,0

0
8

8
,7

2
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
,2

4
4

1
2
,9

5
1

9
,5

6
9

9
,3

6
6

9
,4

6
5

9
,6

0
3

1
0
,5

1
9

9
,0

9
8

9
,2

1
2

8
,5

2
5

8
,6

7
4

9
,9

0
2

令
和

１
２

年
度

令
和

１
６

年
度

令
和

１
７

年
度

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

令
和

１
３

年
度

令
和

１
４

年
度

令
和

１
５

年
度

令
和

８
年

度
令

和
９

年
度

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度

企
業

債

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

そ
の

他

計

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

出
資

金

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

計

負
担

金
等

そ
の

他

令
和

１
２

年
度

(A
)-

(B
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  
  

(D
)-

(C
)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

１
６

年
度

令
和

１
７

年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

令
和

１
３

年
度

令
和

１
４

年
度

令
和

１
５

年
度

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

令
和

８
年

度
令

和
９

年
度

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度
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供用開始年月日 平 成 １ ９ 年 １ 月 ２ ５ 日

処理区域内人口 ２３７人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

3,305 3,947 3,947

0 0 0

10,156 13,197 13,197

13,461 17,144 0 17,144

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

1,879 1,662 0 1,662

0 0 0 0

0 0 0 0

4,247 4,690 0 4,690

477 509 0 509

6,603 6,861 0 6,861

給 料 830 1,856 0 1,856

諸 手 当 7 1,101 0 1,101

福 利 費 0 811 0 811

0 0 0 0

0 284 0 284

14 144 240 -96

△ 1 △ 1 0 △ 1

850 4,194 240 3,954

244 137 137 0

1,351 1,303 1,303 0

0 0 0 0

1,595 1,440 1,440 0

9,048 12,495 1,680 10,815

10,815

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 36.50

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が35.0%となる
見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（特定地域生活排水処理事業）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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様
式
第
2号

（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

(全
事
業
合
算
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

（
決

算
見

込
）

１
．

(A
)

8
1,

7
6
5

8
7
,8

4
4

8
4
,4

7
3

8
9
,7

1
3

8
7
,8

3
3

8
5
,8

9
4

1
0
5
,0

5
2

1
0
8
,3

4
3

15
7
,8

7
1

1
7
1
,2

8
5

1
6
6
,2

1
1

1
6
1
,1

3
5

(1
)

79
,6

5
1

8
7
,2

5
1

8
3
,8

4
2

8
9
,0

8
1

8
7
,0

9
2

8
4
,6

0
6

9
8
,9

0
2

9
6
,3

4
4

9
3
,5

7
4

1
0
8
,8

8
3

1
0
5
,7

0
5

1
0
2
,5

2
4

(2
)

5
7
5

5
7
8

5
7
6

57
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

5
7
6

(3
)

(B
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(4
)

1
,5

3
9

1
5

5
5

5
6

1
6
5

7
1
2

5
,5

7
4

1
1
,4

2
3

6
3
,7

2
1

6
1
,8

2
6

5
9
,9

3
0

5
8
,0

3
5

２
．

4
1
9,

9
7
8

4
0
6
,2

2
6

4
4
9
,3

6
5

3
8
6
,0

5
2

3
9
3
,0

3
2

3
8
6
,7

1
6

3
6
3
,1

8
5

3
6
9
,5

5
6

39
0
,6

1
0

3
8
3
,3

3
3
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供用開始年月日 平 成 ４ 年 ４ 月 １ ５ 日

処理区域内人口 5,121人

計算期間
自 令 和 ８ 年 ４ 月
至 令 和 １ ８ 年 ３ 月

（１０年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

79,651 95,055 95,055

0 0 0

422,092 421,333 421,333

501,743 516,389 0 516,389

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

9,237 11,406 0 11,406

130 119 0 119

0 0 0 0

7,094 9,018 0 9,018

9,451 9,061 0 9,061

25,912 29,603 0 29,603

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

給 料 0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

13,266 12,749 0 12,749

1,881 4,806 0 4,806

0 0 0 0

1,355 2,265 0 2,265

36,733 55,245 0 55,245

914 1,019 0 1,019

54,149 76,083 0 76,083

給 料 10,575 14,804 0 14,804

諸 手 当 5,034 7,750 0 7,750

福 利 費 4,325 6,309 0 6,309

0 0 0 0

15,606 13,393 0 13,393

5,124 4,360 360 4,000

△ 1,714 △ 12,804 0 △ 12,804

38,950 33,813 360 33,453

25,958 25,934 25,647 287

95,061 138,141 136,757 1,384

0 0 0 0

121,019 164,075 162,404 1,671

240,030 303,574 162,764 140,810

140,810

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 67.51

＜使用料水準についての説明＞

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

令和9年度に20.0%、令和12年度に20.0%、令和15年度に20.0%の改定率を予定しており、経営戦略計画期間の最終年度には、経費回収率が30.0%となる
見込みである。

小 計

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費

企 業 債 取 扱 諸 費

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

小 計

一
 

般
 

管
 

理
 

費

人
件
費

流域下水道管理運営 費負 担金

委 託 料

そ の 他

使 用 料 以 外 の 充 当 財 源 ( △ )

小 計

処
理
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

人
件
費

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

そ の 他

管
渠
費

人
件
費

給 料

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

原価計算表（全事業合算）

収　入　の　部

使 用 料 (X)

受 託 工 事 収 益

項 目
金　　　　　　　　額

項 目
金　　　　　　　　額

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部
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